
令和７年度事業報告 

 

Ⅰ【補助事業】 

海難防止に関する調査研究・周知宣伝事業 

１「令和 7 年度 外国船舶の航行安全対策に関する調査研究」 

    平成 25 年度の「外国船舶の航行安全対策に関する調査研究」では、４特定港（名古 

屋港・四日市港・三河港・衣浦港）及び、これら特定港に至る海域（伊良湖水道・伊勢

湾・三河湾）における港湾事情、海上交通ルール等船舶運航に係る航行安全情報を取り

まとめ、平成 25 年度版「伊勢湾・三河湾海上交通安全情報図（日本・英語・中国・韓

国版）」として公表するとともに、当協会ホームページで公開している。 

海上交通安全情報図の作成・公表から 10 年。伊勢湾においては、中部国際空港島の

西側海域に名古屋港新土砂処分場整備事業が進められており、同事業の実施より伊勢湾

内の航行環境が変化している。また、伊勢湾・三河湾並びに各特定港においては、自然

災害（台風・地震津波）に対応した船舶事故防止への対策強化が図られている。 

本調査では、前述の４特定港及び伊勢湾、三河湾内における最新の航行安全情報を収

集整理し、取り纏めを行った。また、その結果に基づき、平成 25 年度版の「伊勢湾・

三河湾海上交通安全情報図」を更新し、冊子、当協会ホームページ等を活用して海事関

係者等に広く周知することとしている。 

    

 ２  海難防止推進事業（継続事業） 

    毎年、海の月間（7/1～7/31）の時期に合わせ、「海難ゼロへの願い」をスローガン 

に官民の関係者が一体となって「海の事故ゼロキャンペーン」が全国的に展開され、 

東海地方においても海難防止思想の普及啓発、海での事故の未然防止の観点から同キ 

ャンペーン（7/16～7/31）を積極的に推進した。 

      また、平成 17 年 7 月に発生した三重県熊野市沖の衝突海難事故を契機として、平 

成 18年度から海霧の発生多発時期に実施している地方運動「霧海難ゼロキャンペーン」

ついては、一定の成果が得られたことから、令和 6年度をもって終了した。 

なお、春先から梅雨期にかけて伊勢湾・三河湾は霧の多発期になることから、令和７ 

  年度から「霧海難ゼロ」をスローガンとして海難防止活動を展開している。 

     

 ３ 周知宣伝事業（継続事業） 

   当協会の事業活動を広く周知・広報する媒体として、会報 143号を 4月に、144 号 

を 10 月に発行した。 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ【受託事業】 

 船舶交通の安全確保に関する事業 

 １「鍋田ふ頭 T1岸壁ガントリークレーン撤去設置に係る船舶航行安全に関する調査研究」  

事業者においては、名古屋港鍋田ふ頭 T1岸壁に設置されているガントリークレー 

ン 3 基を撤去し、新たなガントリークレーンを設置する計画である。 

撤去・設置作業を実施するには、隣接バース、近隣バースを利用する船舶に配慮し 

た安全対策が必要となり、また、大型起重機船等を使用することから、名古屋港に入

出港する船舶への航行に配慮した安全対策についても検討する必要がある。 

     本調査では、ガントリークレーン撤去・設置に係る施工方法等を踏まえ、港内曳航

作業時、撤去作業時、設置作業時の安全対策について検討を行い、所要の航行安全対

策を取りまとめた。 

 

 ２「三河港田原地区におけるバイオマス発電事業に係る船舶航行安全に関する調査研究

（その 2）」 

   本件については、令和元年度「三河港田原地区におけるバイオマス発電事業に係る

船舶航行安全に関する調査研究」において、受入れ最大船型を 3.8 万 DWTとして安全

性の検討を行っているが、事業者においては、バイオマス燃料輸送の効率化等を図る

ため、受入れ最大船型を 4.5万 DWT 級に大型化する計画である。 

   本調査では、燃料受入れ桟橋に入出港する 4.5万 DWT 級貨物船の航行について、通

航路、桟橋へのアプローチ、着離桟操船に係る航行の安全性並びに係留時の安全性に

ついて検討を行い、必要となる航行安全対策を取りまとめた。 

 

３「四日市港霞ヶ浦地区岸壁整備計画変更に係る船舶航行安全対策検討」 

本件（ケーソン据付工法の変更）については、令和 3 年度「四日市港霞ヶ浦地区岸壁

整備に係る船舶航行安全に関する調査研究」特別専門委員会での審議結果を前提とし、

船舶交通の安全確保の見地から検討を行い、所要の航行安全対策を遵守することによ

り、工事船舶及び一般船舶の安全は確保されるものと判断された。 

 

４「四日市港 15号岸壁への大型客船受入れに係る航行安全に関する調査研究（その 2）」 

     四日市港 15号岸壁が大型客船「飛鳥Ⅱ」（5万 GT 級）を最大船型とする客船バース

として運用されている現状において、同岸壁に大型客船「飛鳥Ⅲ」（5.2万 GT 級）の

他、2隻の大型客船（4.7万 GT 級・3.2万 GT 級）を新たに受入れる計画である。 

本調査では、入出港操船に係る安全性並びに 15号岸壁係留時の安全性について検討

を行い、航行安全対策並びに運用基準を策定した。 

 

５「四日市港港湾計画改訂に係る船舶航行安全に関する調査研究」 

   現在の四日市港港湾計画は、平成 30 年代前半を目標年次として、平成 23 年 4月に

改訂され、14年が経過していることから、港湾管理者では、令和 10 年代後半を目標

年次として取り組むべき内容を示す「四日市港港湾計画」の改訂に取り組んでいる。 

 



本調査では、四日市港の現況、港湾計画改訂（案）、船舶通航実態調査等に基づき、

港湾港湾計画の改訂案に係る航行船舶への影響評価について検討を行った。 

 

６「令和 7 年度 名古屋港新土砂処分場建設に係る船舶航行安全に関する調査研究」 

名古屋港新土砂処分場の建設については、令和 8 年 4 月には西Ⅰ工区の護岸が概成    

し、次のステップとして西Ⅱ工区の護岸整備並びに西Ⅰ区の埋立工事に着手する計  

画である。 

本調査では、西Ⅰ工区と西Ⅱ工区の同時施工に伴う包含的な工事区域設定に係る航

行船舶への影響、土運船運航に係る一般船舶等への影響、航路標識（伊勢湾第五灯浮標・

第六号灯浮標）移設後の航行環境の変化について調査検討を行った。 

 

  ７「令和 7 年度 名古屋港岸壁整備に係る船舶航行安全に関する調査研究」 

名古屋港飛島ふ頭東地区においては、既存水深 12ｍ岸壁を水深 15ｍの耐震強化岸壁    

に機能強化する事業が進められている。同地区の R1岸壁については令和 4年度に完了   

しており、今般、新たに R1岸壁に隣接（接続）する R2岸壁の改良工事（海上部）に 

着手し、同時並行的に名古屋港西航路（中航路）の浚渫工事も進める計画である。 

本調査では、工事施工計画に基づき、工事作業区域の設定、工事作業船の安全対策、

隣接バース着離岸船及び一般航行船舶の安全確保、工事作業の安全管理等について調

査検討を行った。 

 

８「愛知県田原市・豊橋市沖における浮体式洋上風力実証事業に係る船舶航行安全に関

する調査研究」 

     愛知県田原市・豊橋市沖において浮体式洋上風力実証事業が計画されている。この 

事業は、沿岸から沖合約 9 マイルの海上に浮体式洋上風力発電設備（風車）１基を設置 

し、浮体式洋上風力の技術の確立を目指すもので、実証期間は単年度の予定となってい 

る。    

   本調査では、計画海域周辺の航行環境、船舶の通航実態把握、風車設置（位置）に係

る海上交通流シミュレーション実施結果による船舶交通への影響評価等により検討を

行い、航行安全対策を取り纏めた。 

 

９ 名古屋港新土砂処分場整備に係る船舶安全管理業務 

   令和 3 年度より常滑市に航行安全情報管理室を設置し、航行船舶、操業漁船及び工事 

作業船の安全確保ための各種情報の収集・提供、船舶及び工事関係者に対する助言・指

導等を行っており、令和 7 年度においても継続的に実施した。  

  

 


